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(1)   1. 先行研究においては示されていない、過去の連体修飾節末専用の形式が存在する 
2. 従来、“連体形”と呼ばれていたかたちには統語情報は示されていない 
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178）の表をまとめると、以下のようになる。 
 
(2)   平山ほか（1967）による“終止形”と“連体形” 
   a. 「終止形」 
    hak-u’N（書く：語幹-終止形） 
   b. 「連体形」 






(3)   平山ほか（1967）の「終止形」と「連体形」の例 
   a. 「終止形」 
    zi’i ju haku’N （字を書く） 
   b. 「連体形」 
    ’ure’e Qva hakumunu（それは君が書くものだ） 
   c. 「連体形」 
    zi’i haku’N pusu （字を書く人） 
   d. 「連体形」 
    前にduを受けて文を結ぶ形にも用いる 
    ’ure’e ba’adu haku （これは私が書く） 
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(4)   山口（2004）による「書く」の“終止形”と“連体形”の説明と例 
（下線は原田による） 
   a. 「終止形1」 
   活用形のみで文を終止する 
    uma na: na:ju haku（ここに名前を書く） 
   b. 「終止形2」 
   dora/ do:（よね/ よ）がついて文を終止する。 
    ba: hakun dora（私が書くよ） 
   c. 「連体形」 
   体言がつく。 







挙げられているものの、「終止形 1」と「終止形 2」の例は挙げられていないため、それら 2つは同研
究で示されている活用表から抜き出すこととし、以下に示す。 
 
(5)   山口（2004）による「起きる」の“終止形”と“連体形”の例と説明 
   a. 「終止形1」 
    fukiru 
   b. 「終止形2」 
    fukirun 
   c. 「連体形」 
   体言がつく。 






 hak「書く」 fuk「起きる」 
「終止形1」 haku fukiru 
「終止形2」 hakun fukirun 
「連体形」 haku fuki 
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(6)   平山ほか（1967）と山口（2004）の相違点と問題点 
   1. 平山ほか（1967）においては、nが末尾にたつかたちが連体修飾節末にも 
    たちうるとの記述であるのに対し、山口（2004）にはそのような記述がない。 
    →末尾にnを持つかたちは連体修飾節末にたちうるのか 
   2. 平山ほか（1967）では、「起きる」の“連体形”は fukiruであるのに対し、 
    山口（2004）では fukiである。 









(7)   先行研究の問題点に対する本研究の回答 
   Q1. 末尾にnを持つかたちは連体修飾節末にたちうるのか 
     → A1. 不可能である。 
   Q2. fukiru、fukiはそれぞれ連体修飾節末にたちうるのか 
     → A2. どちらも名詞を修飾することが可能であるが、fukiruのほうが連体 






























連体修飾節末に生起 fukiru fukita 
fukitaru 















(8)   baa  simmuci=ju   hak-u-n 
   1.TOP  本=ACC    書く-NPST-IND 
   「私は本を書く」 
 
(9)   baa   paaha   fuk-iru-n 
   1.TOP   早く    起きる-NPST-IND 





(10)  baa   simmuci=ju   hak-u 
   1.TOP   本=ACC    書く-NPST 
   「私は本を書く」 
 
(11)  baa   paaha  fuk-iru 
   1.TOP   早く   起きる-NPST 







(12)  baa  simmuci=ju  hak-u-n=do 
   1.TOP  本=ACC   書く-NPST-IND=SF 
   「私は本を書くよ」 
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(13)  baa  paaha  fuk-iru-n=do 
   1.TOP  早く   起きる-NPST-IND=SF 




(14)  baa  simmuci=ju   hak-u=do 
   1.TOP  本=ACC    書く-NPST=SF 
   「私は本を書くよ」 
 
(15)  baa  paaha  fuk-iru=do 
   1.TOP  早く   起きる-NPST=SF 
































(16)  hak-u    unu   pusu 
   書く-NPST  この   人 
   「書くこの人」 
 
(17)  fuk-iru    unu   pusu 
   起きる-NPST  この   人 




(18)  *haki+unu+pusu 
   書く+この+人 
 
(19)  *fuki+unu+pusu 
   起きる+この+人 
 
このようなことから、確かに名詞を修飾することはできるものの、haki や fuki は複合名詞を形成する
かたちであって、連体修飾節末にたちうるかたちとして認めることはできない。 
さらに、fuki や haki のかたちが複合語を形成しているという点をサポートする現象があげられる。
それはアクセントである。現在わかっている範囲では、黒島方言のアクセントパターンは 1 つの単位
の内部に下降があるものとないものにわけられる3。たとえば、fukiru は下降があるパターンを持ち、
連体修飾節末に生起した場合 ki と ru の間に下降が観察される。しかし、これが複合語化した場合、
fuki+pusuのどこにも下降はなく、全体で1つの下降のないパターンを示している。つまり、連体修飾









                                            
3 下降のパターンなど、アクセントの詳細については今後の課題である。 
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(20)  *simmuci=ju   hak-u-n     pusu 
   本=ACC     書く-NPST-IND   人 
 
(21)  *paaha   fuk-iru-n     pusu 








(22)  hak-uta-ru    pusu 
   書く-PST-ADN   人 
   「書いた人」 
 
(23)  fuk-ita-ru     pusu 
   起きる-PST-ADN  人 





(24)  hak-uta     pusu 
   書く-PST     人 
   「書いた人」 
 
(25)  fuk-ita     pusu 
   起きる-PST    人 
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い4。fuk-「起きる」の場合も同様であるので、hak-「書く」の場合の例を示す。 
 
(26)  a. 主語をヘッドとする連体修飾 
    kinoo  tigami=ju  hak{-uta / -uta-ru}    pusu 
    昨日  手紙=ACC  書く{-PST / -PST-ADN}   人 
    「昨日手紙を書いた人」 
 
(27)  b. 目的語をヘッドとする連体修飾 
    kinoo  taroo=nu  hak{-uta / -uta-ru}   tigami 
    昨日  太郎=NOM  書く{-PST / -PST-ADN}  手紙 
    「昨日太郎が書いた手紙」 
 
(28)  c. 外の関係の連体修飾 
    taroo=nu  tigami=ju  hak{-uta / -uta-ru}   bason 
    太郎=NOM  手紙=ACC  書く{-PST / -PST-ADN}  時 





(29)  *baa   simmuci=ju   {hak-uta-ru / hak-uta-ru=do} 
   1.TOP   本=ACC    {書く-PST-ADN / 書く-PST-ADN=SF} 
 
(30)  *baa   paaha  {fuk-ita-ru / fuk-ita-ru=do} 





(31)  *simmuci=ju   hak-u-ru     pusu 
   本=ACC     書く-NPST-ADN 人 
 
(32)  *paaha   fuk-iru-ru    pusu 
   早く    起きる-NPST-ADN  人 
 














語幹-非過去 （例：hak-u、fuk-iru） ◯ ◯ 
語幹-非過去-n （例：hak-u-n、fuk-iru-n） ◯ × 
語幹-非過去-ru 存在しない 
語幹-過去 （例：hak-uta、fuk-ita） ◯ ◯ 
語幹-過去-n （例：hak-uta-n、fuk-ita-n） ◯ × 























                                            
5 Bybee（1985: 27）においても屈折と派生がそれぞれ持つ性質について述べられている。統語に関係するかどうか、とい
う観点以外の残りの2点についてはHaspelmath and Sims（2010）と同様のことが述べられている。 
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 統語との関係 義務性 項目に対する制限 
時制接尾辞 (-(ir)u, -ita~uta) なし (D) 義務的 (I) なし (I) 
直説接尾辞 (-n) あり (I) 任意 (D) なし (I) 
連体接尾辞 (-ru) あり (I) 任意 (D) なし (I) 




















                                            
6 Haspelmath and Sims（2010: 93）において注目されているのは、baseに対するapplicabilityのようである。したがって、本
稿においても添加される語彙項目に関して制限があるかないか、ということに注目する。 
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(33)  1. 先行研究においては示されていない、過去の連体修飾節末専用の形式が存在する 
2. 従来、“連体形”と呼ばれていたかたちには統語情報は示されていない 









-    接辞境界       ACC   対格         NOM   主格 
=    接語境界       ADN   連体修飾       PST   過去 
+    複合語境界       IND   直説         SF    終助詞 
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On the “adnominal form” and the “final form” of Kuroshima Ryukyuan verbs. 
Soichiro HARADA 
 
In this paper, the forms called “adnominal form” and the “final form” in the traditional 
terminology are re-examined in Kuroshima Ryukyuan with special focus on the verb. The 
followings are what are shown in this paper. Firstly, there is an adnominal suffix which only 
attaches to the past tense suffix. The existence of this suffix was not reported formerly. Secondly, in 
the form called “adnominal form” in the traditional term, there is no syntactic information denoted. 
Thirdly, there is no canonical inflectional suffix in the forms which can occur in main clauses and 
adnominal clauses. 
 
 
 
 
